
第１号議案－３ 

 

広島県教育委員会規則及び広島県教育委員会訓令の一部改正等について 

 

 広島県教育委員会公有財産管理規則の一部改正について，次のとおり提案し

ます。 

 

  令和４年３月 24 日 

 

広島県教育委員会教育長 平 川 理 恵 

 

１ 提案の趣旨 

  広島県公有財産管理規則の一部が改正されるため，同規則に準拠して定め

られている，広島県教育委員会公有財産管理規則の一部を改正する。 

 

２ 提案する教育委員会規則改正の内容 

（１） 土地の境界及び建物の表示等に係る規定を整理する。 

（２） 所属換え及び引継ぎ等，各種手続きに係る規定を整理する。 

（３） 字句等の整理等，所要の改正を行う。 

 

３ 施行期日 

  令和４年４月１日 

 

４ 根拠規定 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 第 15 条 教育委員会は，法令又は条例に違反しない限りにおいて，その

権限に属する事務に関し，教育委員会規則を制定することができる。 
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広 島 県 教 育 委 員 会 規 則 第  号 
広 島 県 教 育 委 員 会 公 有 財 産 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。  

令 和  年  月  日  

広 島 県 教 育 委 員 会  

教 育 長  平  川  理  恵  

広 島 県 教 育 委 員 会 公 有 財 産 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

広 島 県 教 育 委 員 会 公 有 財 産 管 理 規 則 （ 昭 和 四 十 年 広 島 県 教 育 委 員 会 規 則 第 九 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に

改 正 す る 。  

改  正  後  改  正  前  

 

（ 土 地 の 境 界 の 表 示 等 ）  

第 十 五 条  第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 受 領 し

た 物 件 に つ い て は 、 当 該 物 件 が 土 地 で あ る と

き は 、 隣 接 地 の 所 有 者 又 は そ の 代 理 人 と 立 会

の 上 、 境 界 線 上 の 重 要 な 箇 所 に 耐 久 性 及 び 明

示 性 を 有 す る 標 識 を 速 や か に 設 置 し な け れ ば

な ら な い 。  
 

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 土 地 の 境 界 に 関

し 特 別 の 事 情 が あ る と き は 、 境 界 線 付 近 の 重

要 な 箇 所 に 、 標 識 を 設 置 す る こ と が で き る 。  
 

（ 所 属 換 え 、 会 計 換 え 、 分 類 換 え 及 び 分 掌 変

更 の 手 続 き ）  

第 十 七 条  課 の 長 は 、 所 属 換 え 、 会 計 換 え 、 分

類 換 え 又 は 分 掌 変 更 を し よ う と す る と き は 、

次 に 掲 げ る 事 項 の う ち 、 必 要 な 事 項 を 明 ら か

に す る と と も に 、 財 産 台 帳 又 は そ の 副 本 に 関

係 書 類 を 添 え 、 教 育 長 の 決 裁 を 受 け な け れ ば

な ら な い 。  

一 所 属 換 え 、 会 計 換 え 、 分 類 換 え 又 は 分 掌

変 更 の 理 由  

二 所 属 換 え 又 は 分 掌 変 更 に あ つ て は 、 そ の

相 手 方  

三 そ の 他 参 考 と な る 事 項  

２ 課 の 長 は 、 所 属 換 え を 受 け よ う と す る と き

は 、 そ の 旨 を 当 該 財 産 の 所 属 す る 課 の 長 に 通

知 し な け れ ば な ら な い 。  
 

（ 分 類 換 え 及 び 所 属 換 え 等 に よ る 引 継 ぎ ）  

第 十 八 条  所 属 換 え を し た と き は 、 当 該 財 産 が

所 属 し て い た 課 の 長 は 、 財 産 台 帳 又 は そ の 副

本 に 関 係 書 類 を 添 え 、 当 該 財 産 が 所 属 し た 課

の 長 に そ の 引 継 ぎ を し な け れ ば な ら な い 。  

２ 前 項 の 規 定 に よ り 財 産 の 引 継 ぎ を 受 け た 課

の 長 は 、 当 該 財 産 を 受 領 し た 旨 を 当 該 財 産 が  

所 属 し て い た 課 の 長 に 通 知 し な け れ ば な ら な  

 

（ 土 地 の 境 界 及 び 建 物 の 表 示 ）  
第 十 五 条  第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 受 領 し

た 物 件 に つ い て は 、 当 該 物 件 が 土 地 で あ る と

き は 、 隣 接 地 の 所 有 者 又 は そ の 代 理 人 と 立 会

の う え 境 界 線 上 の 重 要 な 箇 所 に 標 識 を 速 や か

に 埋 設 し 、 建 物 で あ る と き は 、 そ の 見 や す い

箇 所 に 建 物 の 標 識 を 遅 滞 な く 掲 げ な け れ ば な

ら な い 。  
 
 
 
 

（ 所 属 換 え 、 会 計 換 え 、 分 類 換 え 及 び 分 掌 変

更 の 手 続 き ）  

第 十 七 条  課 の 長 は 、 所 属 換 え 、 会 計 換 え 、 分

類 換 え 又 は 分 掌 変 更 を し よ う と す る と き は 、

所 属 換 え （ 会 計 換 え 、 分 類 換 え 、 分 掌 変 更 ）

調 書 に 関 係 図 面 を 添 え 、 教 育 長 の 決 裁 を 受 け

な け れ ば な ら な い 。  
 
 
 
 
 
 

２ 課 の 長 は 、 所 属 換 え を 受 け よ う と す る と き

は 、 所 属 換 え 要 求 書 を 当 該 財 産 が 所 属 し て い

る 課 の 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  
 

（ 分 類 換 え 及 び 所 属 換 え 等 に よ る 引 継 ぎ ）  

第 十 八 条  所 属 換 え し た と き は 、 当 該 財 産 が 所

属 し て い た 課 の 長 は 、 財 産 引 継 書 に よ り 、 当

該 財 産 が 所 属 し た 課 の 長 に そ の 引 継 ぎ を し な

け れ ば な ら な い 。  

２ 前 項 の 規 定 に よ り 財 産 の 引 継 ぎ を 受 け た 課

の 長 は 、 財 産 受 領 書 を 当 該 財 産 が 所 属 し て い

た 課 の 長 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。  
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い 。  
 

（ 財 産 の 現 状 変 更 ）  

第 十 九 条  （ 略 ）  

一 （ 略 ）  

二 借 地 で あ る 場 合 は 、 土 地 使 用 に つ い て の

所 有 者 の 承 諾 書  
 

（ 処 分 の 手 続 ）  

第 四 十 七 条  普 通 財 産 の 処 分 を し よ う と す る と

き は 、 課 の 長 は 、 処 分 調 書 に 次 に 掲 げ る 書 類

の う ち 必 要 な も の を 添 え 、 教 育 長 の 決 裁 を 受

け な け れ ば な ら な い 。  
 一 ― 六  （ 略 ）  
 

（ 財 産 の 引 渡 し ）  

第 四 十 八 条  普 通 財 産 の 譲 渡 （ 交 換 を 含 む 。 ）

を し た と き は 、 当 該 譲 渡 に 関 す る 事 務 を 所 掌

し た 課 又 は 所 の 長 は 、 実 地 に お い て 双 方 確 認

の 上 、 こ れ を 引 き 渡 し 、 当 該 譲 渡 の 相 手 方 か

ら 受 領 書 を 徴 さ な け れ ば な ら な い 。  
 

別 表  
    図 面 作 成 基 準  

第 一 （ 略 ）  
 一 ― 七  （ 略 ）  
 八 （ 略 ）  
  １ ― ７ （ 略 ）   
  ８ 測 量 年 月 日 及 び 測 量 者 の 職 氏 名  
 

第 二 （ 略 ）  
 一 ― 六  （ 略 ）  
 七 （ 略 ）  
  １ ― ５ （ 略 ）  
  ６ 図 面 の 作 成 年 月 日 及 び 作 成 者 の 職 氏 名  
 
 八 ・ 九  （ 略 ）  
 十 （ 略 ）  
  １ ― ５ （ 略 ）   
  ６ 図 面 の 作 成 年 月 日 及 び 作 成 者 の 職 氏 名  
 
 十 一 ・ 十 二  （ 略 ）  
 

 
 

（ 財 産 の 現 状 変 更 ）  

第 十 九 条  （ 略 ）  

一 （ 略 ）  

二 移 築 又 は 移 設 先 が 借 地 で あ る 場 合 は 、 土

地 使 用 に つ い て の 所 有 者 の 承 諾 書  
 

（ 処 分 の 手 続 ）  

第 四 十 七 条  普 通 財 産 を 譲 渡 し よ う と す る と き

は 、 課 の 長 は 、 処 分 調 書 に 次 に 掲 げ る 書 類 の

う ち 必 要 な も の を 添 え 、 教 育 長 の 決 裁 を 受 け

な け れ ば な ら な い 。  
 一 ― 六  （ 略 ）  
 

（ 財 産 の 引 渡 し ）  

第 四 十 八 条  普 通 財 産 を 譲 渡 し た と き は 、 当 該

譲 渡 に 関 す る 事 務 を 所 掌 し た 課 又 は 所 の 長 は 、

実 地 に お い て 双 方 確 認 の 上 、 こ れ を 引 き 渡 し 、

当 該 譲 渡 の 相 手 方 か ら 受 領 書 を 徴 さ な け れ ば

な ら な い 。  
 

別 表  
    図 面 作 成 基 準  

第 一 （ 略 ）  
 一 ― 七  （ 略 ）  
 八 （ 略 ）  
  １ ― ７ （ 略 ）   
  ８ 測 量 年 月 日 な ら び に 測 量 者 の 職 氏 名 お

よ び 印  

第 二 （ 略 ）   
 一 ― 六  （ 略 ）  
 七 （ 略 ）  
  １ ― ５ （ 略 ）  
  ６ 図 面 の 作 成 年 月 日 な ら び に 作 成 者 の 職

氏 名 お よ び 印  
 八 ・ 九  （ 略 ）  
 十 （ 略 ）  
  １ ― ５ （ 略 ）   
  ６ 図 面 の 作 成 年 月 日 な ら び に 作 成 者 の 職

氏 名 お よ び 印  
 十 一 ・ 十 二  （ 略 ）  
 

別 表 付 図 様 式 第 一 号 及 び 同 表 付 図 様 式 第 二 号 の 様 式 中 「昭和 」 を 「令和 」 に 改 め 、 「㊞

」 を 削 る 。  

 附  則   

こ の 教 育 委 員 会 規 則 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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参 考 

改正条文 主な改正内容と理由 

第 15 条 

（土地の境界及

び建物の表示） 

 

○土地の境界の表示に係る規定 

改正前 境界線上に標識を設置していた。 

改正後 

・標識の定義を，「耐久性及び明示性を有する」標識とする

（第１項）。 

・土地の状況により境界線上に標識を設置できないなど，特

別の事情があるときは，境界線付近に標識の設置を可能とす

る（第２項）。 

【標識の例示】 

 種類 コンクリート杭 金属標 金属鋲 

写真 

(俯瞰撮影) 

 
 

 
 

 ○建物の表示に係る規定 

改正前 標識による表示及び図面による管理を行っていた。 

改正後 
事務処理の効率化・省力化を図るため，標識による表示を廃止

し，図面による管理に一元化する。 
 

第 17 条 

（所属換え，会

計換え，分類換

え及び分掌変更

の手続き） 

第 18 条 

（分類換え及び

所属換えによる

引継ぎ） 

○所属換え及び引継ぎ等，各種手続きに係る規定 

改正前 

各種手続きにおいて必要となる書類（所属換え調書，引継

書，受領書。以下「調書等」という。）を手続き毎に作成して

いた。 

改正後 

・財産台帳のシステムを活用することで，必要な事項を出力

できることから，調書等を廃止し，財産台帳に統一する。 

・調書等の廃止に伴い，従前様式に記載していた必要な事項

を規則で明記する。 

【手続きのイメージ】 

      所属換え（17 条）     引継（18 条）    財産台帳へ登録（50 条） 

 

 

 

 

 

 

第 19 条以下 ○字句等の整理 

 

（改正前）  所属換え調書     引継書・受領書     財産台帳（システム） 

（改正後）             財産台帳（システム）            

事務処理の効率化・省力化 


